
 

不当な差別的取扱いに関する具体例 

 

 

１ 正当な理由がなく不当な差別的取扱いに該当すると考えられる例 

○ 障害の種類や程度、サービス提供の場面における本人や第三者の安全性など

について考慮することなく、漠然とした安全上の問題を理由に施設利用を拒否

すること 

○ 業務の遂行に支障がないにもかかわらず、障害者でない者とは異なる場所で

の対応を行うこと 

○ 障害があることを理由として、障害者に対して、言葉遣いや接客の態度など

一律に接遇の質を下げること 

○ 障害があることを理由として、具体的場面や状況に応じた検討を行うことな

く、障害者に対し一律に保護者や支援者・介助者の同伴をサービスの利用条件

とすること 

 

２ 正当な理由があるため不当な差別的取扱いに該当しないと考えられる例 

○ 実習を伴う講座において、実習に必要な作業の遂行上具体的な危険の発生が

見込まれる障害特性のある障害者に対し、当該実習とは別の実習を設定するこ

と（障害者本人の安全確保の観点） 

○ 飲食店において、車椅子の利用者が畳敷きの個室を希望した際に、敷物を敷

く等、畳を保護するための対応を行うこと（事業者の損害発生の防止の観点） 

○ 銀行において口座開設等の手続を行うため、預金者となる障害者本人に同行

した者が代筆をしようとした際に、必要な範囲で、プライバシーに配慮しつ

つ、障害者本人に対し障害の状況や本人の取引意思等を確認すること（障害者

本人の財産の保全の観点） 

○ 電動車椅子の利用者に対して、通常よりも搭乗手続や保安検査に時間を要す

ることから、十分な研修を受けたスタッフの配置や関係者間の情報共有により

所要時間の短縮を図った上で必要最小限の時間を説明するとともに、搭乗に間

に合う時間に空港に来てもらうよう依頼すること（事業の目的・内容・機能の

維持の観点） 

 

※障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針（令和５年３月14日閣議決

定）第２の２の(2)から抜粋 


